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第 3 章では、免震建物での兵庫県南部地震本震時の観測記録から震度 6 の大きな入力地震動に対する水平方向の加
速度低減の効果を確認しているo 一方、上下方向では、現在多く用いられている積層ゴムには、上下方向の免震効果
がなく、建物は従来の耐震建物と同様に挙動することを述べている o













第 6 章では、各章で得られた結論をまとめ、総括するとともに今後の課題について述べている o
論文審査の結果の要旨
1995年 1 月の兵庫県南部地震によって多くの建築物が甚大な被害を受けた中にあって、震源域近傍の 2 棟の免震建
築物が良好な免震効果を立証したことから、我が国の免震建築物は急速に普及の速度を増して来ているo しかしなが
ら、激震時における免震建築物の具体的な挙動を定量的に示した資料は皆無に近く、大地震時の観測記録の分析から
実挙動を明らかにすることが強く望まれているo また、免震建築物の広範な普及に伴って、その用途拡大のための新
技術の開発も大きく要請されて来ている。本論文は、この強震動を受けた免震建築物の貴重な観測記録の解析に基づ
いて、免震建築物の詳細な動的挙動を明らかにするとともに、免震建築物をさらに普及させるための技術開発の成果
を示したもので、得られた成果を要約すると以下の通りである o
(1) 積層ゴムを用いた免震装置の既往の復元力特性を除荷時及び、小振幅域について修正することによって、主要動部
の大振幅時から後半部の小振幅時まで実測結果を良くシミュレート出来る復元力特性を提案しているo
(2) 積層ゴム支承の最大の弱点である引張力に対する挙動を実験及び解析によって明らかにするとともに、開発した
弾性ゴムワッシャーの使用により作用引張力を緩和出来ることを示している o
(3) 免震装置設置階の有効利用のために義務付けられる積層ゴム支承の耐火被覆として脱着容易な新装置を提案し、
その使用によって免震機能に支障が生じないことを示すとともに、充分な耐火性能を有することを実験により立証
している。
以上のように本論文は、免震建築物の大地震時挙動を精度良く予測するための定量的な資料を提示し、また、免震
建築物の本格的普及へ向けての重要課題について有用な技術、工法を提案したもので、建築構造学、建築耐震工学の
発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める o
-863-
